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研究成果の概要：最近の「言語とジェンダー」研究では、日本語のいわゆる「女性語」「男性語」
の概念は、言語選択時のコンテキストから乖離した「規範意識」であるという批判が起こって
いる。本論では、この立場に立ち、日本国内のボクシングジムでの練習中に使用される、従来、
「最も丁寧度が低く」(Smith 1992)、 話者の性と直接結びつけられてきた動詞命令形の選択及
びその機能を分析した。分析の結果、これらの言語形式の使用は、実際にはその場のボクシン
グ対戦の状況や相互行為上の要請と深く関わっていることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 伝統的な日本語言語学では、「まわれ」
などの動詞命令形はいわゆる「男性語」で
あるとされてきた。動詞命令形は、日本語
の指示を表す種々の言語形式中、「最も丁寧
度が低い」(Smith 1992)とされ、それ故に
職場において指導的立場にある女性はこれ
を避け別の指示表現を選択することが報告
されてきた。 
(2) しかし最近の言語とジェンダー研究で
は、いわゆる「男性語」の概念は言語選択時
のコンテキストから乖離した、抽象的な「イ

デオロギー（ある言語選択をすべきだという
意識）であり、日本語話者の言語使用の多様
な実際を反映したものではないという批判
が起こってきた。本研究はこの立場に立つ。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 日本女性の言語使用の実際の多様性 
を捉え直すために、これまで「普通の」女性
の言語のモデルから「例外」としてあまり顧
みられることのなかったスポーツ（ボクシン
グ）指導に従事する女性コーチの言語使用を
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分析する。 
 
(2) 特にボクシング指導時に女性コーチに
よって使用される、これまで男性専用指示表
現とされてきた動詞命令形（例：まわれ）に
焦点をあて、どのような談話文脈で女性コー
チがこれらの言語形式を選択するかを分析
する。 
 
(3) さらに、その談話文脈におけるこれらの
動詞命令形を含む発話の機能は何か（その発
話でどのような行動や話者のアイデンティ
ティーが創出され、それが共同参加者にどの
ように理解されているのか）を分析する。 
 
(4) 分析を通じ、従来「最も丁寧度が低く」
（Smith 1992）、話者の性と直接結びつけら
れ「男性語」と呼ばれて来た言語形式の選択
及びその言語形式を含む発話の機能が、実際
はその場の談話文脈に「埋め込まれている」
（上野1996）ことを示す。 
 
３．研究の方法 
(1) 動詞命令形を含む発話の機能分析の方
法として、会話分析（Coversation Analysis: 
Heritage and Atkinson 1984）における「シ
ークエンス分析」を用いた。この分析方法で
は、ある発話の機能を特定する際に、参加者
自身がその発話の次や、その次のポジション
で当該発話をどのように解釈しているかを
重要視する。このような、次のポジション、
またその次のボジションという、当該発話に
対する解釈が示されるシークエンスを時間
軸に沿って分析していくことにより、「相互
行為に会話参加者たちがどのように志向し
ているか」（Heritage 2005）を観察した。こ
の方法論に基づいて、動詞命令形を含む発話
が起こるシークエンスでどのようなことが
起こっているのか（つまりどのようなシーク
エンス文脈で動詞命令形が起こっているの
か）、そのシークエンスにおける動詞命令形
の機能（その発話で示されている行動や話者
のアイデンティティー、またそれらが共同参
加者にどのように理解されているのか）は何
かを分析した。 
 
(2) 動詞命令形を含む発話の機能分析の方
法の二つ目として、「言語」のみならず「非
言語行動」「モノの使用」を含む談話文脈を
詳細に分析する「マルチモダリティ」の方法
論（Goodwin 2000）を用いた。この方法論
では、ある行動を示し、また相手の行動を理
解するために、参加者は、その場のその場の
様々な「言語」「非言語行動」「モノの使用（ミ
ットの使用など）」などのリソースを、その
場の相互行為上の要請などに基づいて選択
的に参照していると考える。そして、参加者

によって参照されたそれらのリソースの総
合体が、ある行動の提示、理解のための文脈
を形成していると考える。上記のマルチモダ
リティの方法論に基づいて、動詞命令形を含
む発話の使用文脈、及びそこでその発話が果
たしている機能を分析した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果として、以下の考察を得
た。 
① 女性ボクシングコーチは、刻々と変化す
るボクサーの身体の動きなどに沿って動詞
命令形の選択、非選択を行っていた。例えば、
スパーリング練習（実際の試合を模した練習
形態）において、その場のボクシングの状況
からボクサーが相手の体の周りを即座にま
わる必要のある状況が生じた。その際に、コ
ーチは「動作の即時性を指示する」という意
味で動詞命令形（例：まわれ）を使用してい
た。その一方で、始める際に動作の即時性が
必要であった動きであっても、その同じ動き
が進行し終盤にさしかかり、今度は動作の即
時性でなくその動作を終了するタイミング
を告げる必要が生じた状況があった。その際
には動詞命令形でなく、動詞て形（例：まわ
って）が、「その動きをまだ続けるように」
と指示するために使われていた。このように
一つの動作内（例えば、相手の体の周りをま
わる）においても、その時々の状況に必要と
される要素（例えば、動作の即時性、動作終
了のタイミング）に焦点をあてることと、動
詞命令形その他の指示表現の選択、及びその
機能は結びついていた。 
 
② これらの分析を通じて、従来、話者の性
と直接結びつけられ、丁寧度が低く、いわゆ
る「男性語」とされていた動詞命令形は、そ
の場の状況で焦点を当てる必要のある要素
（例：動作の即時性）をボクサーに示すため
に使用されていることが明らかとなった。こ
れらの言語の選択及びその機能を理解する
ためには、話者の性やその言語形式の字面の
丁寧さだけでなく，これらの言語形式が起こ
る際のボクシング動作など、「マルチモダリ
ティ」の観点から、その場の談話文脈を微視
的に分析しなければならないことがわかっ
た。 
 
(2) 成果の国内外における位置づけとイン
パクトとして、以下の点がある。 
① 近年、日本語言語学において、従来、「丁
寧に話す傾向がある」として一面的に捉えら
れて来た日本女性の言語使用は、実際には多
様であることが示されてきた（Inoue 2006, 
Okamoto and Smith 2004）。本研究も、この
研究の新しい動向の一つの例として位置づ



 

 

けられる。 
  
② 本研究の成果では、従来、話者の性と直
接結びつけられ、いわゆる「男性語」と呼ば
れていた動詞命令形が、実際の会話の中では
その場の状況で焦点化されるべき要素（例え
ば、動作の即時性）をボクサーに示すために
使用されていることを示した。この知見は、
「私たちはどのような言語観をもつべきで
あるか」について、今後の研究の方向性に示
唆を与える。私たちが言語を分析する際には、
言語をそれ自体閉じられたシステムとして、
会話のシークエンスや、文脈を形成する様々
な言語、非言語、モノなどのマルチモダリテ
ィの文脈から切り離して観察することはで
きないのである。これらの文脈がその場その
場の相互行為の中で参加者たちによって形
成されるということを考えると、言語を相互
行為と不可分に捉える必要性が出てくる。 
 この考え方は、近年、国際的にも、また日
本国内においても研究が進みつつある、「相
互行為と文法」（Ochs, Schegloff, and 
Thompson 1996、Hayashi 2004など）という
分野における言語観と近いと考えられる。
「相互行為と文法」は、「言語にとっての『自
然の生息環境』」である日常会話に焦点をあ
て、そこで参加者たちが産出する文法現象を
詳細に考察する実証的研究である（林 
2008）。そこでは、相互行為への参加の中で
生じるコミュニケーション上の要請が言語
や文法をいかに形作っているかを考察する
（林 2008）。言語は相互行為の文脈から切
り離すことができないという｢言語観｣にお
いて、本研究はこの分野と同じ流れにある。 
 
③ 日本女性の言語に対する規範意識（ある
言語選択をすべきだという意識）について、
Okamoto and Smith （2004）はその多様性を
提唱している。本研究はそういった多様性を
考察した初期の研究の一つとしての意義を
持っている。例えば、規範意識の例として、
Okamoto（1995）は、日本人女子大学生が親
しい友人とインフォーマルな会話をしてい
る際、動詞命令形を含むいわゆる「男性語」
と呼ばれる言語形式を使用する際の意識を
考察している。彼女らは、これらの言語形式
を使用する際に、笑いや和らげ表現を同じ発
話内で使っていたことから、Okamoto（1995）
は、これらの動詞命令形使用は、彼女らの言
語使用の規範意識を超えた有標（marked）な
言語選択であると主張する。 
 これに対し、本研究の女性コーチの動詞命
令形使用では、笑いや和らげ表現はその前後
で用いられておらず、またその指示に対する
ボクサーの反応も、驚きのような反応を見せ
るわけでもなく、ただその指示に従おうとす
るというものであった。Okamoto（1995）の

知見を本研究に応用すると、ボクシングの動
きに焦点をあてたボクサーとコーチの相互
行為においては、女性コーチの動詞命令形使
用はその場のボクシング動作に適した「普
通」のこととして参加者自身が取り扱ってお
り、このことから、これらの動詞命令形使用
はこの場のボクシング（あるいはスポーツ）
においては無標（unmarked）であると考えら
れる。このような分析から、本研究は、日本
女性の規範意識の、実践の中での多様性を考
察する研究の一例としての側面をもってい
ると考えられる。 
 
④ 欧米の研究においても、②で述べた、実
践の中における女性の規範意識の多様性を
考察することの重要性が認識されている
（Eckert and McConnell-Ginet 2003）。Eckert 
and McConnell-Ginet （2003）は、「どのよ
うな実践が特定のイデオロギーや規範を支
えているのか」について今後研究が進められ
るべきであると述べる。本研究はその潮流に
合ったものだといえる。 
 
(3) 今後の展望 
① 本研究で焦点をあてたボクシングコー
チが、ボクシング練習以外の状況でどのよう
な指示表現を選択しておりその機能は何か
を考察することを今後の研究のテーマとし
たい。そのことにより、その場その場の実践
と言語選択、およびその機能がどのように関
わっているかについてさらに考察する予定
である。 
 
②本研究のデータ及びその方法論から派生
した最近の研究に、マルチモダリティとイン
ストラクション（あることを教え、それを理
解する活動）の関わりを考察した岡田、柳町
（2008）、及び言語形式「はい」の相互行為
中における機能を考察した岡田（2009）があ
る。これらの研究の要旨は以下の通りである。
今後もこれらの、相互行為の中における理解
の達成、及び相互行為における言語形式の役
割というテーマについて考察を深めたい。 
 まず、岡田、柳町（2008）では、本研究デ
ータのボクシングジムと、本科研の連携研究
者（柳町智治）所有のデータである大学院理
科系実験室における特定の文脈において、指
示がどのように新参者（例えば、ボクシング
ジムにおけるボクサーや、理科系実験室にお
ける大学院生）に示され理解されているか、
またそれを通じてインストラクションとい
う活動がどのように組織化されるかを、本研
究の方法論であるところのシークエンス分
析、マルチモダリティ分析の観点から微視的
に考察した。具体的には、C. Goodwin （2003
など）に基づいて、お互いに相手を見ること
のできる（または相手と同じモノを見ること



 

 

ができる）状況にいるかどうかが、指示を提
示し理解するためのリソース（例えば視線、
体の姿勢）の選択、及び、インストラクショ
ンのシークエンスの軌跡に影響を与えるこ
とを示した。お互いに相手を見ることのでき
る状況（大学院理科系実験室における実験場
面）では、指示を提示し理解する際に参加者
たちは視線や身体動作を用いていた。また、
新参者（大学院生）が指示に適切に反応しな
かった場合は、その反応の次の位置で、指示
を出した話者による、指示の出し直しが行わ
れた。 
 これに対して、お互いを見ることが出来な
い状況（ボクシングジムにおけるスパーリン
グ練習。指示を出すコーチはボクサーを見る
ことができるが、ボクサーは対戦相手と対峙
しているため、コーチを見ることができな
い）では、コーチは指示を出す際には自分の
視線や身体動作は使えなかった。さらに新参
者（ボクサー）が自分の指示に適切に反応で
きなかった場合であっても、ボクシングの対
戦の流れによっては、その不適切な反応の次
の位置でコーチが訂正を行わない場合があ
った。ボクシングのデータでは対戦をしてい
ることから、当該の指示が必要な文脈からそ
うでない文脈へと、より速い速度で文脈が更
新されているといえる（この文脈の考え方は
Goodwin （2000）を応用したものである）。 
 人が教え学ぶということは従来、個人間の
情報の受け渡しであると考えられてきた。し
かし本研究では、お互いの行為の提示、理解
は、参加者の相互行為の中で達成されるもの
であることを示した。 
 次に岡田（2009）では、本科研のデータを
使用し、本科研と同じ方法論であるところの
シークエンス分析とマルチモダリティ分析、
それに加え参加者がどのようにその場の活
動に志向しているかという「参加」の概念に
基づいて、「はい」が冒頭に来る発話が、そ
の前後または同時に起こる非言語やモノの
使用と並置されて、どのような行動を表して
いるかを考察した。「はい」は、「はい、まわ
るよ」のように、次の動作を始めるよう指示
する際によく用いられていたが、新しい動作
を始める際であっても「はい」が用いられて
いない場合もあった。この観察を出発点とし
て、どのような状況で「はい」が使われ、ど
のような状況で「はい」が使われていないか
を分析した。 
 その結果、指示を受けるボクサーが２つの
活動に志向している場合（例えば、ボクサー
がコーチの口頭指示を受けながら、相手ボク
サーと対戦している状況）に、新しい動作を
始めるにあたって「はい」が用いられている
ことが明らかとなった。これに対して、指示
を受けるボクサーが１つの活動に専念して
いる場合（例えば、コーチの口頭指示を聞く）

では、新しい動作を始めるにあたって「はい」
が用いられず、「で最後」のような別の言語
形式が用いられていた。 
 このような分析から、従来、個人の心内の
「情報処理」の観点から分析されてきた言語
形式「はい」の選択が、実際には、その瞬間
の活動への志向といった、相互行為的な要素
にも影響を受けていることがわかった。 
 以上のような、相互行為の中における理解
の達成、及びそこにおける言語形式の役割に
ついて今後も分析を進める予定である。 
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